
   東北縦貫自動車道における交通取締り等に関する警察官の職権行使についての細目

的事項の協定 

 福島県警察本部長及び宮城県警察本部長は、高速自動車国道東北縦貫自動車道（以下

「東北縦貫自動車道」という。）における交通取締り等に関する警察官の職権行使につい

ての協定（昭和５０年３月２９日付福島県公安委員会及び宮城県公安委員会協定。以下

「公安委員会協定」という。）に基づき、細目的事項を次のとおり協定する。 

  昭和５０年３月２９日 

福島県警察本部長        

警視監 加 藤 巳ノ平   

宮城県警察本部長        

警視監 佃     泰   

 （相互の協力） 

第１条 福島県警察及び宮城県警察（以下「協力県警察」という。）は、公安委員会協定

の実施に関し、相互に協力するものとする。 

 （警ら区域） 

第２条 協定県警察の警察官が相互に警ら及び交通法令違反の指導取締り（以下「警ら

等」という。）を行う区域は、公安委員会協定第１条に定める区域（以下「協定区域と

いう。）のうち、福島西インターチエンジから村田インターチエンジまでの５６．９キ

ロメートルの区域とする。 

 （応急措置） 

第３条 協定県警察の警察官は、協定区域（管轄区域を除く。）において、交通事故の発

生、道路の損壊その他交通の安全と円滑を害する事案（以下「事故等」という。）を認

知したときは、当該事故等について応急の措置をとるとともに、速やかに当該事故等の

発生地を管轄する県警察に通報するものとする。 

 （協力要請） 

第４条 協定県警察は、それぞれの管轄区域に係る協定区域において、事故等が発生した

場合必要があると認めるときは、当該協定区域内において勤務中の相手県方警察の警察

官の協力を求め、及び相手方県警察に対して警察官の出動その他の協力を要請すること

ができる。 

 （協力要請等の手続） 

第５条 協定県警察は、相手方県警察に対して警察官の出動その他の協力を要請するとき

は、東北管区警察局高速道路管理官を通じて行うものとする。 

   附 則 

 この協定は、昭和５０年４月１日から実施する。 

 


